
GLASSES TAX ACCOUNTANT NEWSLETTER

税理士通信
めがね

CONTENTS

Jun. 2026  vol.157

Topic

1. 今月はココをチェック！めがね税理士の厳選税務／MUKAI NEWS

2. むーマンの相続相談室

3. 今月の経営のヒント／税務セカンドオピニオン

6月は、やわらかな雨に包まれる梅

雨の季節です。外出が少し億劫に

感じられる日もありますが、窓越し

に眺める雨の景色や、静かに響く

雨音には、心をほどくような穏やか

な力があります。一定のリズムで降

り続く雨音は、自然の “ゆらぎ ”

として自律神経を整え、緊張をや

わらげる効果があるともいわれてい

ます。忙しい日常の中で張りつめ

た心をそっと緩め、気持ちを落ち

着かせてくれるひとときになるかも

しれません。道端では紫陽花が色

づきを深め、葉の上ではカエルが

顔をのぞかせるなど、季節ならで

はの風景も楽しめます。温かい飲

み物を片手に、雨音に耳を傾けな

がら、ゆったりとした時間を過ごし

てみてはいかがでしょうか。

雨音を聴く



厳選税務めがね税理士の
TOPIC今月はココを

チェック！

MUKAI NEWS!

令和8年度税制改正⑤
消費税インボイス制度　2割特例・8割控除の見直し

むかいアドバイザリーグループの森田です。先日、北國新聞文化センター様主催の「あんしん終活
セミナー」にて弊社が講師を務めさせていただきました。代表2名が登壇し、「賃貸不動産を使った
相続対策の改正点」と「認知症時代の資産管理」の2つのテーマについて解説しました。当日は100
名近くの方にご参加いただき、生前対策への関心の高さを改めて感じる機会となりました。終了後に
は「早めの対策が必要だと感じた」「身近な話で分かりやすかった」といったお声もいただき、大変
嬉しく思っております。今後も気軽に学べるセミナーを開催してまいりますので、ぜひご参加ください！

北國新聞文化センター様主催
「あんしん終活セミナー」に登壇しました！

　令和8年度税制改正では、インボイス制度導入時の負担軽減措置として設けられていた「2割特例」及び「免税事業者からの仕
入れに係る経過措置（いわゆる8割控除）」について見直しが行われました。今回はその概要をご紹介します。

2 消費税申告 ８割控除の見直し

　令和 5年10月に開始されたインボイス制度を機に、免税事業者からインボイス発行事業者として課税事業者となった小規模事
業者に対する負担軽減措置として認められていた、売上税額の2割を納税する「 2割特例」については、令和 8年9月30日まで
の日の属する課税期間で終了します。しかしながら、インボイス制度の定着に向けて、事務負担の配慮がより必要と考えられる
一定の要件を満たす個人事業者については、2割特例の対象となっている個人事業者も含めて令和9年及び 10年分の2年間の経
過措置として、売上税額の3割を納税する「3割特例」が創設されました。

　免税事業者からの仕入れについて、インボイス制度実施後 6年間は 8割または 5割の控除の特例が認められていましたが、小
規模な事業者への配慮としてさらなる激変緩和を図る観点から、適用期限が2年延長され、控除割合の縮小ペースが緩やかにな
りました。また、租税回避防止を図る観点から、令和 8 年 10月1日以後に開始する課税期間から一の免税事業者等ごとの課税仕
入額（税込）の年間合計額について、適用上限額が 1億円（改正前：10億円）に引き下げられました。

消費税申告 ２割特例の見直し1
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相続手続き・相続税申告・遺言書作成・生前贈与・家族信託 ※無料相談は事前予約で夜間・土日祝日も対応可能です。

相続で困っている人たちを
助けるこころやさしいヒーロー。

むーマン回答者

MOOMAN SOZOKU SODAN

0120-779-155

WEBからも
ご予約可能

お悩み
解決！

相続の無料相談予約受付中！
お気軽に！

相続で困ったときはいつも
むーマンに助けてもらっている。

太郎さん相談者

テーマ：不動産の名義変更と税金の注意点

最近、“生前に家の名義を子どもへ変えておけば安心だし、相続税対策になる” という話
を聞きました。名義変更だけなら簡単そうですが、実際のところはどうなのでしょうか？

単純に名義を変えればいいという話ではなさそうですね… では、生前贈与はあまりメリッ
トがないのでしょうか？

Question

むーマン

むーマン

太郎さん

太郎さん
そうとも限りません。例えば、将来的に不動産価格の上昇が見込まれる場合や、賃貸不
動産を早めに承継して家賃収入を次世代へ移したい場合には、生前贈与が有効になるこ
とがあります。また、相続時精算課税制度を利用することで、一定額まで贈与時の課税
を抑えつつ財産移転を行う方法もあります。ただし、制度を選択すると暦年課税へ戻れ
ないことや、最終的には相続財産へ持ち戻して精算する点など、慎重な検討が必要です。

不動産の生前贈与は、贈与税・不動産取得税・登録免許税といった “今かかる税金”
だけでなく、将来の相続税や二次相続、さらには不動産の管理や売却まで含めて検討
する必要があります。ご家庭ごとに最適な方法は異なりますので、“とりあえず名義変更
しておこう” と判断する前に、税理士・司法書士などの専門家へ相談しながら進めるこ
とをおすすめします。

むーマン
から一言！

不動産の生前贈与は相続対策の一つですが、“名義を変えるだけ” という理解で進める
のは注意が必要です。実際には複数の税金や将来の相続への影響が関係します。主な
ポイントを整理すると次の通りです。
■贈与税
受贈者1人につき年間110万円の基礎控除を超える部分に累進課税
不動産は評価額が高くなりやすく、高額課税になる可能性あり
■登録免許税
相続：固定資産税評価額×0.4％
贈与：固定資産税評価額×2.0％
名義変更の時点で大きな差が生じる
■不動産取得税
原則：固定資産税評価額×3～ 4％
相続では非課税だが、贈与では課税対象
■相続税への影響
小規模宅地等の特例（最大80％評価減）が使えなくなる可能性
夫婦間の贈与の場合は将来の二次相続も含めると逆に税負担が増えるケースあり

WEBからも
ご予約可能



　むかい税理士法人では、顧問税理士の判断以外に、
他の税理士の意見を求める「税金版セカンドオピニオン」
というサービスを行っております。さまざまな税務問題に
対し、豊富な解決実績をもとに、信頼性の高いご提案
をさせていただいております。ご興味がある方は、お気
軽にお問合せください！

相続や事業承継の
対策を打ちたい

株式や不動産の移動などの
資本政策について相談したい

経営改善について客観的な
アドバイスを受けたい

税理士が高齢又は担当が
税理士ではなく相談しにくい

代表者／税理士・行政書士　向 智大
代表者／税理士・司法書士・行政書士　向 貴子
〒920-0024 石川県金沢市西念 2丁目35番1号
TEL.076-254-0301　 FAX.076-254-0302　Email.info@mukai-group.com
受付時間  9:00～18:00（平日・土日祝）

編集・発行

むかいアドバイザリーグループ
 http://www.mukai-group.com

むかい家族信託サポートセンター
https://kanazawa-kazokushintaku.com

むかい相続サポートセンター

公式 LINE
相続に関する情報を定期配信しています

http://www.auberge-sanglier.com

熱心であること

 （引用「道をひらく」松下幸之助　PHP研究所）

MANAGEMENT TIPS

¥

SECOND OPINION

今月の経営のヒント

税務セカンドピニオン

税金版セカンドオピニオンのご相談例

　チャンスをつかめと言っても、ふつう程度の努力をしていただけでは、チャンスを
チャンスとして見極められない。やはり熱心であること。熱心な上に熱心であるこ
と。その熱心さがチャンスを見分ける眼を養っていくのである。アイデアを生むと
言っても、口先だけでは生まれない。これもやはり熱心であること。寝てもさめても
一事に没頭するほどの熱心さから、思いもかけぬよき知恵が授かる。どんなに賢く
生まれついたと言っても、熱心さがなかったら、その賢さが賢さとして、自他ともに役
には立たない。熱心から生まれる賢さが、自他ともに真の幸せを生むのである。熱
心は、人間に与えられた大事な宝である。そして、この宝は誰にでも与えられている
のである。


